
社会福祉委員会は、人を生かす経営の実践で、働きづらさを抱える人も豊かに暮らせる共生社会を目指しています 
 

（一社）北海道中小企業家同友会とかち支部 社会福祉委員会 

人を生かす経営「障がい者雇用セミナー」のご案内 
 

 
2 0 2 3 年 ８ 月 ４ 日 
(一社 )北海道中小企業家同友会とかち支部 
社会福祉委員会  委員長  及川  抄織 
帯 広 市 東 2 条 南 5 丁 目 1 

 

「どのような流れで雇用するのか？」「どんな配慮が必要なのか？」「困ったときの相談窓口は？」 

障がい者雇用を考えるにあたっては様々な不安がよぎります。 

今回は障がい当事者とその家族の視点から見た、障がい者雇用の現状を学びます。当事者の想いを知ることは、雇用に

対する不安感の解消にも繋がります。「こんな配慮があれば、もっと仕事がしやすい」と思うことを自分事に当てはめて、誰もが

働きやすい職場づくりを考えるきっかけにして参りましょう。 
 

テーマ 

障がい者雇用のはじめの一歩 

共に働きやすい職場づくりとは～当事者だからこその気づきとアイディア～ 
 
 

<報告者>産業カウンセラー 発達障害当事者（ADHD/ASD/双極性障害）  

三浦 潤一 氏 

(株)カンナ・カンナ 代表取締役 三浦 直美 氏 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  

 

 
※お問い合わせは、同友会事務局 門脇まで（電話 0155-22-3611） 

  

社会福祉委員会「障がい者雇用セミナー」（9/21） 申込書 
 

□出席します（※欠席の方はご返信不要です） 
（参加場所： □ 同友会事務所 ・ □ ＺＯＯＭ参加） 

 
 

会社名               役職         氏名                

返信先 FAX：0155-22-3612  E-mail: tokachi@hokkaido.doyu.jp  締切：9 月 19 日（火） 

■日 時：9 月 21 日（木）19：00～21：00 
プログラム：報告（60 分）⇒質疑応答（15 分）⇒グループ討論（30 分） 

■場 所：同友会事務所（帯広市東 2 条南 5 丁目 1）または Zoom 参加 

■参加費：無料 

①障がい当事者の視点からみた現状 

（障がい者雇用は量から質の時代へ。定着支援や戦力化が一層望まれる） 

②合理的配慮とは？2024年4月から義務化へ 

③関係機関を活用し雇用の不安を解消しよう 

④支える側の家族としてサポートできること、企業側に望むこと 
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